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野賀の浜辺で、よーいドン！
（6/29－30  インリーダー研修会キャンプ）
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■今月の表紙【リーダー間で深まる友情】

　６月29日、30日の２日間、野賀海水浴
場でインリーダー研修会キャンプが行わ
れました（大崎上島町子ども会育成連合
会主催）。参加したのは各区子ども会の
リーダー26名。レクリエーションやキャ
ンプを通して、リーダーとしての役割を
自覚するとともに、リーダー間の交流を
深めました。
　表紙はビーチフラッグ競技。砂浜に立
てられた旗をかけっこで取り合うゲーム
です。他にもスイカわりやキャンプファ
イヤーなどをして楽しみました。

■まちの人口と世帯数
　（2013年６月末現在）
　人　口�8,290人
　　男　�3,973人
　　女　�4,317人
　世帯数�4,402世帯

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
に
向
け
て

　

７
月
11
日
、役
場
本
庁
で
、大
串
干
拓
地
へ

大
規
模
太
陽
光
発
電
所
を
設
置
す
る
基
本
協

定
書
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。事
業
者
で

あ
る
㈱
Ｓ
・
Ｎ
・
Ｐ
よ
り
代
表
取
締
役
奥
本

松
樹
氏
他
関
係
者
４
名
と
、町
よ
り
高
田
町

長
、副
町
長
他
職
員
5
名
、町
議
会
よ
り
議
長
、

副
議
長
が
出
席
し
ま
し
た
。大
規
模
太
陽
光

発
電
所
建
設
に
向
け
て
の
基
本
的
な
協
定
に

つ
い
て
互
い
に
合
意
し
、協
定
書
に
署
名
・

押
印
し
ま
し
た
。Ｓ
・
Ｎ
・
Ｐ
の
奥
本
氏
は
、

「
こ
の
協
定
を
新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
考
え
、町

の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
事
業

を
進
め
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
事
業
者
と
干
拓
地
の
賃
貸
借
契

約
を
結
び
、
発
電
所
の
建
設
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
と
は
、
発
電
出
力
が
1
，

０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え
る
大
規
模
な
太

陽
光
発
電
所
の
総
称
。
年
間
に
し
て
一
般
家

庭
数
百
件
分
の
消
費
電
力
を
生
産
し
ま
す
。

太
陽
光
発
電
と
は
？

　

太
陽
光
発
電
は
︑﹁
太
陽
電
池
﹂
と

呼
ば
れ
る
装
置
を
用
い
て
︑
太
陽
の
光

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
直
接
電
気
に
変
換
す
る

発
電
方
法
で
す
︒

　

太
陽
光
発
電
の
最
大
の
メ
リ
ッ
ト
は
︑

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
が
無
限
で
︑
環
境
に
や

さ
し
い
と
こ
ろ
で
す
︒
地
球
温
暖
化
の

原
因
と
さ
れ
て
い
る
二
酸
化
炭
素
も
発

電
時
に
は
ま
っ
た
く
排
出
し
ま
せ
ん
︒

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
設
置
事
業
概
要

①
設
置
場
所

　

大
崎
上
島
町
大
串
（
大
串
干
拓
地
内
）

②
設
置
面
積

　

約
17
万
平
方
メ
ー
ト
ル
（
※
）

③
発
電
規
模

　

約
１
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
（
※
）

※
最
大
の
場
合

締
結
式
後
の
記
念
撮
影

大串干拓地

　町は、町有地の有効活用により地域経
済の発展を図るため、大串干拓地への大
規模太陽光発電所（メガソーラー）設置
事業候補者の誘致を進めてきました。そ
の結果、株式会社S・N・Pをメガソー
ラー設置事業者として決定し、基本協定
を締結しました。

大串干拓地大規模太陽光発電所設置事業

基本協定締結
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文
化
財
の
保
護
と
活
用

ツ
ア
ー
開
催
　
葛
城
跡
発
掘
調
査

　

６
月
24
日
か
ら
７
月

27
日
に
か
け
て
、
道

路
の
改
良
工
事
に
伴

い
、
葛
城
跡
の
一
部
約

３
４
０
㎡
を
範
囲
に
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
葛
城
跡
は
、
沖
浦

地
区
に
あ
る
南
岸
の
岬
の
上
に
立
地
す
る
中

世
の
城
跡
で
す
。７
月
10
、11
両
日
に
は
、（
公

財
）
広
島
県
教
育
事
業
団
主
催
で
発
掘
現
場

体
験
ツ
ア
ー
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
以
前
か
ら
遺
跡
や
体
験
型
の
観
光
に
興

味
が
あ
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
何
が
発
見
で

き
る
か
分
か
ら
な
い
楽
し
み
が
あ
り
ま
す

ね
」
と
、
広
島
市
か
ら
参
加
し
た
松
本
恵
加

さ
ん
。
参
加
者
は
海
に
面
し
た
城
跡
か
ら
の

景
色
を
満
喫
し
な
が
ら
、
発
掘
体
験
を
楽
し

み
ま
し
た
。

文
化
財
と
は
？

　

文
化
財
と
は
、
歴
史
、
芸
術
、
学
術
、
観

賞
等
の
観
点
か
ら
価
値
の
高
い
も
の
の
こ
と

で
す
。
有
形
文
化
財
、
無
形
文
化
財
、
民
俗

文
化
財
、
記
念
物
、
文
化
的
景
観
、
伝
統
的

建
造
物
群
の
６
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
昔
の
人
た
ち
の
生
活
や
知
恵
、喜
び
や
悲

し
み
も
、文
化
財
に
触
れ
る
こ
と
で
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。今
を
後
世
に
伝
え
残
す
た

め
に
も
、文
化
財
の
保
護
は
大
切
な
こ
と
で

す
」と（
公
財
）広
島
県
教
育
事
業
団
の
尾
崎

光
伸
主
任
調
査
研
究
員
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
町
指
定
文
化
財
は
１
０
８
点
。
大

崎
上
島
町
文
化
財
保
護
委
員
会
が
文
化
財
の

指
定
や
保
護
、
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

㊗ 

全
国
大
会
出
場
！

オ
レ
ン
ジ
コ
ー
ラ
ス

　
『
オ
レ
ン
ジ
コ
ー
ラ
ス
』
が
、
８
月
24
、

25
両
日
に
大
阪
府
で
開
催
さ
れ
る
第
36
回
全

日
本
お
か
あ
さ
ん
コ
ー
ラ
ス
全
国
大
会
へ
の

出
場
を
決
め
ま
し
た
。

　

６
月
23
日
、
三
原
市
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

ポ
ポ
ロ
で
開
催
さ
れ
た
中
国
支
部
広
島
県
大

会
で
ひ
ま
わ
り
賞
を
受
賞
し
、
広
島
県
代
表

と
し
て
選
ば
れ
ま
し
た
。
合
唱
曲
は
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
『
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
』
よ
り
４
曲
。

審
査
員
か
ら
は
、「
個
々
の
実
力
が
非
常
に

高
く
、
声
の
響
き
も
素
晴
ら
し
い
」
と
、
高

く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
客
席
と
一
体
と
な
っ
て
、
感
動
さ
れ
る

ス
テ
ー
ジ
に
し
た
い
」
と
、
現
在
は
全
国
大

会
に
向
け
て
、
歌
は
も
ち
ろ
ん
、
演
出
に
も

こ
だ
わ
っ
て
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。

櫂
伝
馬
で
宮
島
へ 

島
の
伝
統
を
Ｐ
Ｒ

　

６
月
15
、
16
日
の
２
日
か
け
て
、
島
内
外

の
若
者
を
中
心
と
し
た
32
名
が
、
宮
島
ま
で

の
約
80
キ
ロ
の
航
海
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
伝

統
文
化
で
あ
る
櫂
伝
馬
の
継
承
と
発
展
を
目

的
に
企
画
さ
れ
た
『
旅
す
る
櫂
伝
馬
』
は
、

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
ま
す
。
大
雨
と
い
う

悪
天
候
の
中
で
の
出
発
で
し
た
が
、
木
江
港

桟
橋
に
は
家
族
や
地
域
の
人
た
ち
が
見
送
り

に
か
け
つ
け
ま
し
た
。

　

旅
の
途
中
、
音

戸
高
校
（
呉
市
）

カ
ヌ
ー
部
と
交
流
。

宮
島
到
着
後
に
は

櫂
伝
馬
競
漕
の
再

現
や
乗
船
体
験
な

ど
が
行
わ
れ
、
櫂

伝
馬
を
知
っ
て
も

ら
お
う
と
様
々
な

催
し
を
実
施
し
ま

し
た
。

県大会の様子。演出や衣装にもこだわりました

葛
城
跡

土の色の変化や出土物に注意しながら地表を
削っていきます

大崎上島町指定文化財
　　重要文化財………71点
　　有形民俗文化財…１点
　　無形民俗文化財…３点
　　史跡文化財………８点
　　天然記念物………25点
大崎上島町文化財保護委員会委員

（順不同・敬称略）
◎増本　眞　〇大内信二　榎本江司
　古本勝廣　　有田卓也　取釜宏行

※◎委員長、〇副委員長

【重要文化財】
大望月邸

【無形民俗文化財】
古社八幡神社秋祭り

海
原
を
ゆ
く
『
旅
す
る
櫂
伝
馬
』
一
行

音
戸
高
校
カ
ヌ
ー
部
と

競
争
・
乗
船
体
験
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町
の
安
全
を
地
域
や
職
場
か
ら　

　

６
月
18
日
、
竹
原
警
察
署
大
崎
上
島
分
庁

舎
で
、
広
島
県
公
安
委
員
会
よ
り
高
浦
義
文

さ
ん
（
沖
浦
地
区
在
住
）
が
地
域
安
全
推
進

指
導
員
、
広
島
銀
行
木
江
支
店
の
塚
田
邦
人

支
店
長
が
職
域
安
全
推
進
連
絡
員
に
委
嘱
さ

れ
、
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
委
嘱
２
期
目
を
迎
え
る
高
浦
さ
ん

は
、「
檀
家
さ
ん
が
来
ら
れ
た
時
や
講
話
を

し
た
あ
と
、
防
犯
に
関
す
る
話
を
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。
少
し
で
も
防
犯
に
対
す
る

意
識
が
地
域
に
広
ま
れ
ば
と
思
い
ま
す
」
と
、

話
し
て
い
ま
す
。

ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
展
覧
会

　

６
月
24
日
か
ら
７
月
７
日
ま
で
、
大
崎
上

島
文
化
セ
ン
タ
ー
２
階
で
、
彩
遊
会
の
皆
さ

ん
の
絵
画
作
品
と
、
ゆ
め
工
房
登ト

ム
ソ
ー
ヤ

夢
想
野
小

川
正
樹
さ
ん
の
組
み
木
作
品
の
展
覧
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。
彩
遊
会
の
谷
口
泉
さ
ん
と
、

青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献

　

６
月
19
日
、
広
島
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
国
際
文
化

ホ
ー
ル
で
、
青
少
年
育
成
広
島
県
民
会
議
会

長
表
彰
が
行
わ
れ
、
保
名
満
さ
ん
（
原
下
地

区
在
住
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

保
名
さ
ん
は
青
少
年
健
全
育
成
サ
ポ
ー
ト

隊
を
結
成
し
、
学
校
と
地
域
の
連
携
強
化
を

図
り
、
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
及
び
非
行

防
止
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
島
で
生
ま
れ
育
っ
た
若
者
に
島
に
戻
っ

て
き
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、
島
の
良
さ
を
子

ど
も
達
に
伝
え
て
ほ
し
い
。
私
は
そ
の
中
継

点
と
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と
、
保
名

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

ゆ
め
工
房
の
小
川
さ
ん
は
古
く
か
ら
の
友
人

で
、
今
回
で
共
催
は
５
回
目
。
会
場
の
準
備

か
ら
自
分
た
ち
で
手
が
け
、
開
催
期
間
中
は

作
品
解
説
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
来
場

者
は
柔
ら
か
な
色
彩
の
絵
画
や
、
木
の
温
も

り
が
感
じ
ら
れ
る
組
み
木
作
品
に
目
を
奪
わ

れ
、
ゆ
っ
た
り
と
展
覧
会
を
楽
し
み
ま
し
た
。

東
野
親
善
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　

６
月
30
日
、
東
野
小
学
校
体
育
館
お
よ
び

東
野
屋
内
運
動
場
で
、
東
野
親
善
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
（
体
育
協
会
東
野
支
部
主

催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と

お
り
で
す
。

社会見学 島のひみつ探検隊
　６月19日、町内の小学３年生が社会
見学で『大崎上島町めぐり』をしまし
た。町の特色ある地形や主要施設、古
くから残る建造物等９ヶ所を探検し、
新たに大崎上島町の魅力を発見するこ
とで、自分たちが住んでいる町に誇り
を持とうと企画されました。東野・大
崎・木江小学校の３年生33人が参加。
郷土史家の金原兼雄さんを講師に招き、
歴史の理解も深めました。各探検場所
では代表の方に質問したりメモを取っ
たりする姿もあり、真剣に取り組みま
した。
　「一番すごいと思ったのは造船所で
す。いろんな所から材料や人が集まっ
て船を作っていて、進水式でお祝いす
るところがすごいと思いました」と、
吉村凌瑛くん（東野小）は話しています。

【木江】佐々木造船

【大崎】神峯園のブルーベリー農園

【東野】役場本庁

写真左から　　　　
地域安全推進指導員

高浦 義文さん
職域安全推進連絡員

塚田 邦人さん

青少年育成広島県民会
議会長表彰

保名 　満さん

色鮮やかな絵画やかわいら
しい組み木作品が展示され
ました

＜大会結果＞
男子の部
　優　勝　盛谷Ａ
　準優勝　垂水Ａ
　３　位　垂水Ｂ
女子の部
　優　勝　垂水Ｂ
　準優勝　盛谷Ａ
　３　位　垂水Ｃ
ペアの部
　優　勝　垂水Ａ
　準優勝　脇之浦
　３　位　メバルＡ
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紺
綬
褒
章
伝
達
式

　

７
月
10
日
、
古
田
光
宗
さ
ん
（
故
人
）
の

紺
綬
褒
章
の
伝
達
式
が
ご
自
宅
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
公
益
の
た
め
多
額
の
私
財

を
寄
附
し
た
功
績
を
称
え
て
与
え
ら
れ
る
も

の
で
す
。
当
日
は
教
育
長
か
ら
妻
の
ナ
カ
子

さ
ん
に
褒
章
と
木
杯
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

め
ざ
せ
！
わ
が
家
の
救
急
隊
員

救
急
の
日
イ
ベ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　

９
月
８
日
㈰
か
ら
９
月
14
日
㈯
は
、
救
急

医
療
週
間
で
す
。

　

い
ざ
と
い
う
と
き
、

あ
な
た
は
何
が
で
き
ま

す
か
？
今
年
も
応
急
手

当
の
重
要
性
を
よ
り
理

解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

救
急
講
習
紹
介
コ
ー
ス

を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

９
月
８
日
㈰　

９
時
〜
13
時

場
所　

大
崎
上
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー

内
容　

応
急
手
当
の
実
演
、
実
習
指
導　

他

※
入
場
は
無
料
で
す
。

　

開
催
中
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
出
入
り
で

き
ま
す
。（
事
前
申
込
み
不
要
）

問
東
広
島
市
消
防
局　

大
崎
上
島
消
防
署

　

☎
65

−

２
０
５
６

今
年
も
白
熱
！
き
の
え
十
七
夜
祭

　

７
月
20
日
、
木
江
港
周
辺
で
、
き
の
え

十
七
夜
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

櫂
伝
馬
競
争
に
は
中
学
生
も
漕
ぎ
手
と
し

て
参
加
し
て
お
り
、ど
の
チ
ー
ム
の
子
も「
勝

ち
た
い
」「
緊
張
し
て
る
け
ど
、楽
し
み
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ
の

日
の
た
め
に
、
学
校
の
部
活
動
や
塾
を
終
え

た
後
で
も
練
習
に
励
ん
で
き
た
そ
う
で
す
。

　

去
年
に
続
き
開
催
を
予
定
さ
れ
て
い
た
姫

レ
ー
ス
は
、
参
加
チ
ー
ム
が
１
つ
だ
っ
た
た

め
、
櫂
伝
馬
競
争
の
漕
ぎ
手
Ｏ
Ｂ
と
中
学
生

の
３
チ
ー
ム
で
実
施
。
本
戦
に
も
参
加
し
、

野
賀
沖
か
ら
の
距
離
を
漕
ぎ
き
り
ま
し
た
。

　
「
す
ご
く
楽
し
か
っ
た
で
す
。来
年
は
も
っ

と
参
加
者
を
募
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
人
に
こ

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
姫
レ
ー

ス
の
参
加
者
は
話
し
て
い
ま
す
。

　

祭
り
は
櫂
伝
馬
競
争
の
他
に
も
、
神
輿
や

稚
児
行
列
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
ソ
ー
ラ
ン
節
や

太
鼓
演
奏
な
ど
が
催
さ
れ
ま
し
た
。

夏の交通安全運動
　７月11日から10日間は夏の交通安全運動。初
日である11日、木江支所前で運転手へ交通安全
の呼びかけを行いました。映画「東京家族」に
ちなみ、大崎上島分庁舎の中村東洋巡査長と井
原隆行巡査部長が東京のイメージがある有名人、

山下清・西郷隆盛に扮
して登場。交通安全わ
んわんパトロール隊の
皆さんと、スピード出
し過ぎの防止や、飲酒
運転の根絶などを呼び
かけました。

運転手ひとりひとりに安全運転を呼びかけました

←祭りのフィナーレは約5,000発の打ち上げ花火。手前は宮入りした櫂伝馬
↑木江小太鼓の演奏 ↑迫力ある掛け声が港内に響きわたりました

伝達された勲章と木杯は古田光宗さんの
仏前に飾られました

今
年
の
優
勝
は
天
満
チ
ー
ム

5
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　７月６日・７日の２日間、島根
県・鳥取県で開催され、男子12
種目、女子6種目に参加しました。
各競技で熱戦を繰り広げた結果、
陸上・水泳・卓球・柔道の４種目
で全国大会の切符を手にしました。
陸上　男子やり投� 中野　辰哉（１位）
　　　女子800m� 澤岡　怜奈（２位）
水泳　男子背泳ぎ200m� 瀬々　　翔（３位）
　　　男子個人メドレー200m� 瀬々　　翔（３位）
　　　男子平泳ぎ100m� 平　仁一郎（２位）
　　　男子平泳ぎ200m� 平　仁一郎（２位）
卓球　男子団体� （２位）
　　　男子シングルス� 戸田　泰之（１位）
　　　男子シングルス� 有津　悠貴（２位）
　　　男子ダブルス� 戸田　泰之・増井　明児（１位）
　　　男子ダブルス� 有津　悠貴・田淵　友也（２位）
　　　女子シングルス� 藤井　未来（１位）
　　　女子ダブルス� 中村　紗瑛・藤井　未来（２位）
柔道　90kg 級� 出木　翔平（４位）

　６月21日、岡山県陸上競技場で開催さ
れた第66回中国高等学校陸上競技対校選
手権大会に、山根綾華さん（３年）が、
5,000m 競歩に出場しました。悪天候の
中、自己記録を大幅に更新することがで
きました。入賞こそ逃したものの、3年
間の競技生活を最高の形で終えることが
できました。この貴重な経験を今後の人
生に生かして欲しいと思います。

中国地区高等専門学校体育大会 中国大会結果報告

　７月10日、オープンス
クールを実施しました。
今年は47名の中学生が参
加してくれました。
　最初に生徒会執行部の
生徒が本校の紹介を行
い、教育課程や進路状況
等を説明しました。その後は科目ごとに分かれ、50分間
の模擬授業を体験して、本校の教育活動の魅力を知って
もらいました。

オープンスクール

情
報
プ
ラ
ザ
・
エ
ル

☆床下仙人� 原　　宏一
☆冬の旅� 辻原　　登
☆友罪� 薬丸　　岳
☆春風伝� 葉

はむ ろ

室　　麟
りん

☆ハピネス� 桐野　夏生
☆家族写真� 荻原　　浩
☆きみの町で� 重松　　清
☆薔薇とビスケット� 桐

きり え

衣　朝
あさこ

子

ひまわり会
絵本のよみかたり

8／11㈰　10：30〜

絵本「すいかです」
紙芝居
　「ネコのたいそう」

日 月 火 水 木 金 土
7/28 29 30 31 8/1 2 3
4 5 6 ７ 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

開館時間 10：00 〜 18：00

休

　６月29日・30日の２
日間にわたって、大崎
海星高校の第16回文化
祭を開催しました。
　初日はホール神峰で
のステージ発表。和太
鼓部による演奏から始
まり、合唱コンクール
や英語スピーチ、音楽選択者による発表やソーラン踊り
など、生徒たちは日ごろから練習してきた成果をステー
ジの上で披露していました。
　２日目は本校中庭にて、食品バザーや屋外ステージ発
表などを行いました。蒸し暑い天気の中で、生徒たちは
汗を流しながら調理やステージ発表に励んでいました。

第16回 文化祭

　６月26日、豪華客船「ぱしふぃっくびいなす」の船長
で、本校OBの由良和久さんが来校しました。今回の来
校は、由良氏が所属する日本クルーズ客船㈱の観光プ
ランで、大崎上島町が寄港地の候補
にあがっており、広島丸見学やカッ
ター訓練などでの協力について打診
するためのものです。
　由良氏の要請に
対し、「大崎上島
町にとっても良い
機会と考えられる
ので、喜んで協力
したい」と村上校
長は応えました。
◆由良和久氏　1982年航海学科卒業（前列右から２番目）

「ぱしふぃっくびいなす」の船長を迎えて

中国大会出場
山根綾華さん

食品バザーの様子（文化祭２日目）

本校を紹介する生徒会執行部
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今月は木江幼稚園

教
育
委
員
の
活
動
報
告

︻
第
６
回
定
例
会
議
︼

平
成
25
年
６
月
28
日
㈮

１　
議
事

●
日
程
第
１　

報
告
第
12
号

　

教
育
長
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
つい
て

　

�

６
月
13
日
に
広
島
県
教
育
委
員

会　

高
田
参
与　

他
３
名
が
来

町
さ
れ
、
東
野
小
・
大
崎
上
島

中
の
学
校
訪
問
と
教
育
長
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
が
行
わ
れ
ま
し
た
の

で
報
告
し
ま
し
た
。

●
日
程
第
２　

報
告
第
13
号

　

�

町
議
会
６
月
定
例
会
に
お
け
る

教
育
委
員
会
関
係
一
般
質
問
に

つ
い
て

●
日
程
第
３　

議
案
第
20
号

　

�

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
委
嘱
に

つ
い
て
、
次
の
と
お
り
決
ま
り

ま
し
た
。

　

氏
名　

円
光　

歩

　

任
期　

自
平
成
25
年
６
月
28
日

　
　
　
　

至
平
成
26
年
３
月
31
日

●
日
程
第
４　

協
議
第
８
号

　

町
立
幼
稚
園
再
編
に
つ
い
て

２　
そ
の
他

▼
７
月
12
日
㈮　

９
時
30
分
〜

　

学
校
訪
問
（
大
崎
小
学
校
）

▼
７
月
26
日
㈮　

16
時
〜

　

教
育
委
員
会
定
例
会
議

かがやきをはなて！木江幼稚園
３年保育

　木江幼稚園は３年保育の幼稚園です。今年度は、３歳児学級（４名）と４・５歳児複式学級（７名）の２クラスで
スタートしました。子ども達の発達年齢に応じたカリキュラムで、少人数だからこそできることがたくさんあります。
子ども同士、地域の人、小学生、大崎幼稚園の友達と交流しながら、いろいろな人とのつながりを深めています。教
育目標「げんきで��やさしく��かがやく子」をめざし、自ら「気づき��考え��やってみる」子どもを育んでいます。

おばちゃん、一緒に草取りして
花の苗を植えてくれてありがとう！

幼小合同運動会

上島フレンズとの交流

日曜参観日

サーキット遊び

山本さんとの交流

運動会ごっこ

（3～5歳児）

明石老人会との交流
ぼくたちの植えたとうもろこしが
こんなに大きくなった！
おじちゃんおばちゃんありがとう！

大崎幼稚園さんと一緒に
走って、なかよしになれ
たね。

じゃんけん汽車ぽっぽ
みんなで大きな輪になったよ！

・。・ ・゚。・。☆・ ・゚。・ 。゚・。・ ・゚。・。  子ども同士のかかわり  ・。・ ・゚。・。☆・ ・゚。・ 。゚・。・ ・゚。・。

おじいちゃん、おばあちゃん、
芋づるを一緒に植えてくださいね。
土をかけて、これでいい？

みんなで田植えをしたよ！たくさんの苗を
植えたので、しんどかったけど楽しかった！

リズム「ゆめいっぱい」
さあ、お兄ちゃんと一緒にいこう！

地域の人との交流

つながる

あっ、ここくずれた。もも組さん、
ちょっと待って直すから。

★

★

★

★

★

★

7



　 I らんどは、大崎上島町の委託相談支援事業所です。
　障がいのある方だけでなく、生活のしづらさを抱えて
いる方、ご家族・地域からの相談にも応じています。
　相談方法として、電話相談・来所相談・訪問相談があ
りますので、お気軽にご相談ください。

　平成25年４月１日から「障害者の雇用の促進等に関
する法律」の改定により法定雇用率（民間企業の場合）
が2.0％（旧1.8％）に変わりました。よって、従業員
50人以上の企業では障がい者を雇用しなければいけま
せん。
　しかし、どのようにすれば良いのか？仕事内容は？対
応は？など受け入れ経験が無い為に困っていませんか？
　先ずは実習生として短期間の受け入れを考えてみませ
んか？実習期間中は支援者が同行しますし、賃金請求は

しません。
　今年に入って島内
２社にて軽作業の実
習が行われました。
実習の受け入れをし
ても良いとの話を頂
いている企業もあり
ます。
　ぜひご連絡下さい。

連絡先
　大崎上島町生活サポートセンター
　 I らんど（底押・土本）
　☎0846−64−4416
　（転送することもありますがそのままお待ちください）
　Fax�0846−67−5118
　E-mail　hureai-iland@osakifukushikai.jp
受付日と時間
　月〜金曜日　　8：30〜17：00
　相談は無料です。
　秘密は固く守ります。
　まずはご連絡ください。

　高血圧の治療に使われる降圧剤のうち「カルシウム拮
抗薬」という系統の薬はグレープフルーツ及びその加工
品（特にジュース）と同時に摂取すると、血圧を下げす
ぎてしまい、頭痛、めまい、顔のほてりといった症状が
あらわれることがあります。
　これは、グレープフルーツに含まれる成分が、肝臓な
どで薬を代謝する酵素を阻害し、薬剤の血中濃度が上昇
することで、通常よりも薬の効き目や副作用が強く現れ
てしまうためと考えられています。
　「スタチン系」と呼ばれる高脂血症の薬も同様に作用
が強まり、副作用が現れたり・効きすぎてしまったりな
ど、弊害が出ることがあります。
　そのほか、抗血小板剤、免疫抑制剤、抗精神剤、抗
HIV剤などの一部にも作用するものがあります。

　グレープフルーツとこれらの薬の相互作用は、同時に
摂取した場合だけとは限らず、グレープフルーツを摂っ
てから10時間後に薬を服用した際にも影響があらわれ
たとの報告がありますので、これらの薬を服用中にグ
レープフルーツは食べない・飲まないようにしたほうが
良いかもしれません。

　他に同じ柑橘類である、八朔・文旦（ザボン）・スウィー
ティー・夏ミカン・いよかん・金柑なども同様の作用が
あるので注意しましょう。
　バレンシアオレンジ・
レモン・カボス・温州み
かん・マンダリンオレン
ジなどはこれら薬との
相互作用は認められて
いないといわれていま
すが、医師に相談してく
ださい。

グレープフルーツなどのかんきつ類と薬
県立安芸津病院　薬剤科　國村　和也

同時に服用すると�

実習生として、短期間の受け入れを
考えてみませんか？
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　たこはたん白質とビタミン、ミネラルを豊富に含み、
脂肪分が少ない低カロリー食材です。中でも眼精疲労と
コレステロール代謝を促すアミノ酸の一種であるタウリ
ンが豊富に含まれています。様々な食材とも相性がよく、
刺身はもちろんのこと、天ぷら、たこ飯、和え物、煮物
など様々な料理に引っ張りだこです。
　今回はシコシコした食感のたこと元気いっぱいの生野
菜をたっぷり使った夏らしい一品に仕上げてみました。

ゆでたこ300g、塩小さじ1/10、こしょう少々
大根中1/6本、きゅうり中1本、レモン薄切り4枚
かいわれ大根1/2パック、レタス4枚、ミニトマト8個
�Ａ�レモン汁大さじ1、オリーブ油大さじ2
　��塩小さじ1/2、こしょう少々

◎材　料　　　 分量（４人分 )

◎作り方
①�ゆでたこは薄いそぎ切りにし、軽く塩、こしょうをふ
り、ラップして冷蔵庫で冷やしておく。
②大根、きゅうりは４㎝くらいの長さのせん切りにする。
③ミニトマトは1/4に切り、レタスはひと口大にちぎる。
④かいわれ大根は根を切り落し、2つに切る。
⑤�A�の調味料を混ぜ合せ、ソースを作る。
⑥�①〜④とレモン薄切りをお皿に盛り合わせ、⑤のソー
スをかける。

〜ゆでたこを使って短時間クッキング〜

エネルギー　146kcal
たん白質　　15.7g
塩分　　　　1.2g

たこのカルパッチョ

８月７日は「鼻の日」です

食中毒予防の３原則
　食中毒菌を「付けない、増やさない、やっつける」
①付けない

　調理や食事の前には丁寧に石けんを使って手洗いを
する。野菜などの食材をきれいに洗う。
　魚や肉をさわったら手を洗う。調理していない魚や
肉は他の食品と分けて包装し、保存する。包丁、まな板、
食器をきれいに洗う。
②増やさない

　作った料理は早いうちに食べる。すぐに食べない物
は、冷蔵庫に入れるなど、低い温度で保存する。冷凍
した食品の解凍は冷蔵庫内や電子レンジでおこない、
室温に長時間放置しない。
③やっつける

　よく加熱する。細菌やウイルスは高い温度に弱く、
十分な加熱で細菌をやっつけることができる。

　顔の真ん中にある鼻。鼻は、呼吸の時の空気の通り道
としてのはたらき以外に、吸い込んだ空気の加温・加湿、
細菌や有毒物質などに対する防御、においを感じる感覚
器、発声の際に音を響かせる共鳴器などの役割をはたし
ています。
　日本耳鼻咽喉科学会は、今から52年前の1961年に、
８月７日を「はな」と読むことができることからこの日
を「鼻の日」と定めました。当時の日本では重症の副鼻
腔炎（ちくのう症）の患者さんが非常に多く、「早期発見・
早期治療が大事」というメッセージを発信したかったの
です。

　さて、では現代の日本で、鼻の
病気と聞いて思い浮かぶのはなん
でしょう？近年さらに頻度が上昇
し「国民病」とまで言われるよう
になった「アレルギー性鼻炎」で
はないでしょうか。

アレルギー性鼻炎とはどんな病気でしょう？
　鼻は、侵入してきた特定の物質（抗原といいます）を
自分以外の物質（異物）と判断すると、それを無害化し
ようとする反応（抗原抗体反応）がおこります。その結
果、くしゃみ、鼻水、鼻づまりなどの症状が出てくる病
気です。
　花粉症など決まった季節だけに起こるものを季節性ア
レルギー、ダニ、ハウスダストによるものなどで一年を
通じて起こるものを通年性アレルギーと呼びます。

診断や検査は？
　鼻の中の状態を観察し、疑いが
あれば血液検査をします。

治療法は？
　耳鼻咽喉科では、鼻水や鼻づまりをなくすために鼻の
中を吸引し、薬を噴霧する鼻処置や、薬の吸入治療を行
います。飲み薬や点鼻薬も使います。また、薬以外の治
療としてはアレルギー反応のおきる鼻の粘膜をレーザー
照射したり、器具や薬を用いて焼く方法などもあります。
詳しくは主治医と相談してください。

問保健衛生課　保健師　☎62−0330
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僕
の
父
親熊

本
県
・
熊
本
県
立
八
代
中
学
校
一
年

松ま
つ
だ田　

裕ゆ
う
き季

　
「
た
だ
い
ま
。
や
っ
た
ぁ
、今
日
は
カ
レ
ー

だ
〜
。」

　

僕
の
父
が
作
っ
た
特
製
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
は

お
店
に
出
し
て
も
い
い
く
ら
い
に
、
最
高
に

お
い
し
い
で
す
。
僕
の
大
好
き
な
メ
ニ
ュ
ー

の
一
つ
で
す
。

　

僕
の
家
族
は
、
父
と
母
、
兄
の
四
人
家
族

で
す
。
僕
の
父
は
、
同
じ
八
代
の
学
校
で
仕

事
を
し
て
い
ま
す
が
、
早
く
帰
っ
て
く
る
こ

と
が
多
く
、
洗
濯
や
掃
除
を
毎
日
パ
ッ
パ
と

こ
な
し
て
い
ま
す
。
僕
が
服
を
脱
ぎ
っ
ぱ
な

し
に
し
て
い
る
と
、
す
ぐ
に
注
意
し
て
く
れ
、

次
の
瞬
間
、
服
は
片
付
け
て
あ
り
ま
す
。

　

母
は
毎
日
、
僕
よ
り
遅
く
帰
宅
す
る
こ
と

が
多
く
、
休
日
は
ほ
と
ん
ど
部
活
動
の
練
習

や
試
合
で
い
ま
せ
ん
。
家
族
の
中
で
家
に
い

る
時
間
が
一
番
短
い
人
で
す
。
つ
ま
り
、
皆

さ
ん
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
と
少
し
違
う

と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
僕
の
家

は
、
父
親
が
家
事
を
し
、
母
親
が
外
で
働
く

家
庭
な
の
で
す
。

　

な
ぜ
そ
う
な
っ
た
か
と
い
う
と
、
保
育
園

の
時
に
僕
た
ち
の
こ
と
を
一
番
可
愛
が
り
、

お
世
話
を
し
て
く
れ
た
祖
母
が
亡
く
な
り
、

父
が
子
ど
も
の
世
話
を
す
る
と
い
う
こ
と
で

仕
事
を
辞
め
た
か
ら
で
す
。

　
「
子
ど
も
た
ち
の
そ
ば
に
大
人
が
い
た
ほ

う
が
い
い
か
ら
、
俺
が
子
ど
も
た
ち
の
そ
ば

に
い
る
。」

　

と
言
っ
て
、
長
年
勤
め
て
い
た
会
社
を
辞

め
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
当
時
の
こ
と
を

聞
く
と
、「
本
当
に
そ
れ
で
い
い
か
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
本
当
は
、
男
が
働
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
に
。
で
も
、
仕
事
よ
り
も
子
ど

も
が
大
切
だ
か
ら
。」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
父
の
言
葉
を
聞
い
て
、
改
め
て
父
親

の
存
在
の
大
き
さ
を
知
り
ま
し
た
。
母
も
そ

の
言
葉
を
聞
い
た
と
き
、「
こ
ん
な
時
、
辞

め
る
の
は
普
通
は
母
親
の
方
な
の
に
、
本
当

に
い
い
の
？
」と
、不
安
に
思
っ
た
そ
う
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、「
男
女
が
、

社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、
均
等
に
政

治
的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
共
に
責
任
を
担

う
べ
き
社
会
」
の
こ
と
で
す
。
こ
れ
ま
で
に
、

僕
も
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が
な
か
っ
た
言
葉

で
す
が
、
今
回
、
母
か
ら
う
ち
の
事
情
を
聞

い
て
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
僕
も
男
の

役
割
、
女
の
役
割
を
決
め
つ
け
る
の
は
反
対

で
す
。
男
だ
か
ら
し
な
さ
い
、
女
だ
か
ら
し

な
く
て
い
い
と
い
う
考
え
で
は
、
や
り
た
い

こ
と
も
や
り
づ
ら
い
状
況
が
出
て
く
る
か
ら

で
す
。

　

ま
た
、
母
の
男
性
の
友
達
は
、
子
ど
も
の

世
話
を
す
る
た
め
に
十
年
ほ
ど
前
に
育
児
休

暇
を
取
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
頃
は
、
男

性
が
育
児
休
暇
を
取
る
こ
と
が
珍
し
く
、
子

ど
も
と
外
を
歩
い
て
い
る
だ
け
で
、

　
「
あ
ら
、
今
日
は
お
休
み
で
す
か
。」
と
、

近
所
の
人
か
ら
聞
か
れ
、
二
日
目
ま
で
は

笑
っ
て
聞
か
れ
た
け
ど
、
三
日
目
か
ら
は
話

し
か
け
て
も
も
ら
え
な
か
っ
た
ら
し
い
で
す
。

そ
れ
は
、
お
か
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
な
ぜ
、

お
父
さ
ん
は
子
ど
も
の
た
め
に
仕
事
を
休
ん

だ
の
に
、
近
所
の
人
に
変
な
目
で
見
ら
れ
な

く
て
は
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

僕
の
父
も
、
僕
が
三
歳
の
こ
ろ
か
ら
保
育

園
の
送
迎
を
し
て
く
れ
た
り
、
遠
足
も
父
が

一
緒
に
来
て
く
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
で
す
。

小
学
校
の
頃
は
柔
道
の
送
迎
や
試
合
の
応
援

も
ほ
と
ん
ど
父
で
し
た
。
僕
の
父
も
そ
ん
な

目
で
見
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
の
日
本
に
は
、「
夫
は
外
で
働
き
、
妻

は
家
庭
を
守
る
べ
き
で
あ
る
。」
と
い
う
固

定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
と
言
う
考
え
が
根

強
く
残
っ
て
い
る
た
め
、
男
性
が
家
事
を
し

て
い
る
と
、
変
な
目
で
見
ら
れ
る
こ
と
が
ま

だ
ま
だ
あ
る
よ
う
で
す
。
僕
は
、「
女
性
が

家
事
を
す
る
」
と
決
め
つ
け
る
の
で
は
な
く
、

家
事
は
家
に
い
る
人
が
行
え
ば
い
い
こ
と
で

あ
り
、
仕
事
か
ら
先
に
帰
宅
し
た
ほ
う
が
や

れ
ば
、
互
い
に
気
持
ち
よ
く
過
ご
せ
る
と
思

い
ま
す
。
父
が
仕
事
を
辞
め
て
十
年
た
っ
た

今
、
改
め
て
気
持
ち
を
聞
い
て
み
る
と
、

　
「
最
初
は
つ
ら
い
こ
と
も
あ
っ
た
け
ど
、

も
う
慣
れ
た
よ
。
特
に
、
洗
濯
物
を
干
す
の

は
抵
抗
が
あ
っ
た
な
。
で
も
、
昔
か
ら
掃
除

は
得
意
だ
っ
た
し
、
裕
季
た
ち
と
い
っ
ぱ
い

関
わ
れ
た
の
で
、
賢
明
な
選
択
だ
っ
た
と
思

う
よ
。」

　

と
、
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
休
み
の
日
に

ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
た
り
、
お
酒
を
飲
み
過
ぎ
て
僕

と
け
ん
か
し
た
り
す
る
こ
と
も
多
い
け
ど
、

今
ま
で
大
好
き
な
柔
道
や
野
球
を
思
い
っ
き

り
や
っ
て
こ
れ
た
の
も
父
が
い
て
く
れ
た
お

か
げ
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。

　

仕
事
を
目
一
杯
す
る
母
と
、
家
で
僕
の

お
世
話
を
し
て
く
れ
る
父
。
僕
の
家
族
は
、

ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
け

ど
、
実
は
、
ご
く
普
通
の
僕
に
と
っ
て
は
当

た
り
前
の
家
族
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
僕
た
ち
は
、「
男
だ
か
ら
・

女
だ
か
ら
」
と
い
う
差
別
的
な
考
え
を
捨
て
、

男
女
共
同
参
画
社
会
に
対
す
る
認
識
を
深
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
話
し
合

い
で
進
ん
で
家
事
を
引
き
受
け
た
僕
の
父
は
、

や
っ
ぱ
り
自
慢
で
き
る
か
っ
こ
い
い
父
で
す
。

父
が
作
っ
た
カ
レ
ー
は
、
僕
の
中
で
は
ナ
ン

バ
ー
ワ
ン
で
す
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
主
催

第
32
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
入
賞
作
品

人
権
擁
護
委
員
が
変
わ
り
ま
し
た

大
崎
地
区

　
　

平
成
25
年
７
月
１
日
委
嘱

人
権
擁
護
委
員
と
は

　

法
務
大
臣
の
委
嘱
を
受
け
て
国
民
の
基
本

的
人
権
を
擁
護
し
見
守
る
「
人
権
の
番
人
」

で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
相
談
を
受
け
る
と
、
調

査
を
行
い
関
係
機
関
に
勧
告
す
る
な
ど
、
救

済
の
た
め
の
手
助
け
を
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

大
おおまさ

政　昭
あきひと

人
☎64−2349
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On�July�7th�I�took�the�Japanese�Language�Profi�ciency�
Test�(JLPT)�again､�and�this�time�was�my�fi�rst�attempt�
at�the�N1.� �This� is� the�most�advanced� level�so� it�was�
really�diffi��cult!��Last�summer�after�I�passed�N2�I�set�my�
sights�on�N1､�and�while�I�originally�intended�on�taking�
it� this�December� I�decided� to� take� it� in�July� instead�
for�a�good�challenge.� � In�addition�to�reviewing�all� the�
grammar､�vocabulary､�and�kanji�that�I�studied�for�N2､�
I�also�completed�two�N1�reading�comprehension�books､�
studied�a� lot�of�new�kanji�and�grammar､�and� in�June�
I� took�three�practice� tests.� �Two�of� the� three�tests� I�
barely�passed､�and� the�one� I� failed�was�only�a� few�
points�short.� �After�taking�these�tests� I�
began�to�feel�a�little�more�confi�dent､�but�
the� actual� test�was�much�harder� than�
the�practice� tests.� �For�N1�you�have�to�
learn�thousands�of�kanji�and�vocabulary､�
and�there�are�a�lot�that�I�still�don't�know.��
Unfortunately�many�of� these�appeared�
on�the�test.� � If� I�don't�pass�this�time�I'll�
probably�take�it�again�in�December､�but�
for�now�I'm�going�to� take�a� little�break�
and�read�all�of�Dragonball!

　７月７日に私はまた日本語能力試験を受け、今回は
初めて一番上級の１級を受けてみました。やはり難し
かったです！去年の夏に２級に合格した後1級を目指し
て、今年の12月に初めて受けるつもりだったのですが、
どれくらいできるかチャレンジするためにもっと早く７
月に受けることにして数ヶ月準備をしていました。２級
の文法、語

ご い

彙や漢字を復習するのに加えて、１級の読解
の教科書を２冊読み終え、新しい漢字と文法もたくさん
勉強したりして、６月に仕上げとして模擬試験を３回受
けました。この３つの模擬試験で２回はかろうじて合格
で、１回はぎりぎり不合格でした。模擬試験を受けた後
自信が少しついたのですが、本番の試験は模擬試験より

とても難しかったです！１級は数千もの
漢字や語彙を覚えなくてはいけないので
すが、私はまだ覚えきれていないものが
たくさんあって、残念なことに本番の試
験にこの知らない漢字や語彙がたくさん
出ていました。もし今回不合格だったら
また12月に受けようと思います。結果が
分かるまでは勉強はちょっとお休みして
ドラゴンボールを全部読むつもりです！

１級にチャレンジ
文・訳：パトリック・マーフィー

　
年
金
だ
よ
り
　
納
付
可
能
期
間
が
10
年
間
に
延
長
さ
れ
ま
し
た

――――――――――�●�――――――――――――――――――――――――――――――�●�――――――――――
国民年金保険料の納め忘れがある皆様へ 
平成24年10月から３年間に限り、納付可能期間を10年間に延長しました

◆ 現在、未払いの国民年金保険料を遡って納められるのは過去２年分までですが、平成24年10月１日
から３年間に限り、過去10年分まで遡って納められるようになりました。

　※老齢基礎年金を受給している方などは対象となりません。
◆３年度以上遡って保険料を納付する際は、加算金がかかります。

詳しい内容が知りたい！ 
◆お近くの「年金事務所」へお越しください。
◆お電話による相談は「ねんきんダイヤル」へ
0570－05－1165�または�03－6700－1165（IP 電話・PHS 用電話）
※受付時間：月～金曜日　8：30～17：15
　　　　　　月曜日（休日明けの初日）8：30～19：00　第２土曜日�9：30～16：00

過去に国民年金の未納があるかどうか知りたい！ 
◆「ねんきんネット」をご利用ください。
利用方法に関するお問い合わせは、「ねんきん定期便・ねんきんネット専用ダイヤル」へ
0570－058－555　または　03－6700－1144（IP 電話・PHS 用電話）
※受付時間：月～金曜日　9：00～20：00　第２土曜日�9：00～17：00

問三原年金事務所　☎0848－63－4111㈹、役場本庁住民課　☎0846－65－3113

11



竹原市役所１階消費生活相談室
☎ 0846 － 22 － 6965

月～金曜日　10：00 ～ 12：00
13：00 ～ 16：00

大崎上島町役場　産業観光課（本庁）
☎ 65 － 3123

奇数月の第１金曜日　10：00 ～ 12：00
13：00 ～ 15：00

消費生活
相談窓口

「裁判に出す」と脅す健康食品送りつけに注意

消
費
生
活
情
報 

　119

問竹原警察署　☎ 0846 － 22 － 0110　　大崎上島分庁舎　☎ 62 － 0110

竹原警察署大崎上島分庁舎からのお知らせ 

【事例】
　突然知らない業者から「注文を受けた健康食品が準備できたので代引
きで送る」と電話があった。注文した覚えはなかったのでびっくりして
断ると、「注文を受けたときの録音もある。裁判に出してもいいんだ」な
ど、とても強引な口調で言われ、こちらの話は全く聞いてもらえなかった。
そのうち「商品はセット販売で３回分注文されているが、１回分の２万
円を支払ってくれればその後の契約は取り消す」と言われたので、裁判
などこれ以上面倒なことに巻き込まれたくない一心で、承諾してしまっ
た。翌日商品が届いて中身を見たが、やはり注文した覚えは全くない。
返金してほしい。（70歳代　男性）

【アドバイス】
　注文した覚えがないのに「注文されている」などと言われて健康食品を送りつけられるトラブルの中で、
最近「注文したときの録音がある」「裁判に出す」などと脅す手口が見られます。このようなケースでは、
恐怖心や関わりたくないという思いから、購入を承諾してしまうこともあります。一方的に「商品を送る」
などと言われても、身に覚えがなければきっぱり断りましょう。承諾していないのに商品を送りつけられた
ときは、代金支払いの義務はなく、受け取る必要もありません。　
　断りきれずに承諾し商品が届いてしまっても、クーリング・オフができる場合があります。
　困ったときは、お住まいの自治体の消費生活センター等にご相談ください。

夏期における事件・事故の防止について
～安全・安心な大崎上島町の実現～

　今年は猛暑が続いており、夏期に入り暑さから疲労などにより、注意力が散漫となって事件や事故の被害に遭いや
すくなります。
　被害に遭わないように普段から体調管理に気をつけ、暑い夏を事故無く乗り切りましょう！！

●防犯対策
・出掛けるときは、暑いからといって窓や玄関を開けっ放しにせず、必ず鍵を掛けるようにしましょう。（夜間も同じです。）
・車、バイク、自転車から離れるときは必ず鍵を掛けましょう。
・バイク、自転車はツーロックをするようにしましょう。

●交通事故対策
・車両を運転するときは、よく休養・水分を取るなど、万全の状態で運転するようにしましょう。
・交通ルールを守り、交通事故に遭わないように気をつけましょう。

●水難事故防止対策
・遊泳禁止場所では絶対に泳がないようにしましょう。
・子どもだけで遊泳させることがないようにしましょう。
・体調の悪いときは泳ぐことをやめましょう。
・�急な豪雨や暴風等による，水難事故が多くなります。天候には気を付けて危険な状態になる前に避難等しましょう。

〜事件・事故に遭わないようにし、楽しい夏を過ごしましょう！〜
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ペ
ー
ス
』
の
適
正
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
ぜ
、
障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
必

要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

・�

歩
行
困
難
な
方
は
店
舗
等
の
出
入
り
口
付

近
に
駐
車
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・�

車
い
す
の
出
し
入
れ
や
障
が
い
者
等
の
乗

降
者
に
は
広
い
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
障
が
い
を
も

つ
人
々
に
も
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
国
際
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
協
会
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

※�

こ
の
マ
ー
ク
は
「
す
べ
て
の
障
が
い
者
を

対
象
」
と
し
た
も
の
で
、
車
い
す
を
利
用

す
る
方
を
限
定
し
使
用
さ
れ
る
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
福
祉
課　

☎
62

−

０
３
０
２

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
支
給
し
ま
す

対 

象　

身
体
、
知
的
又
は
精
神
に
障
害
の
あ

る
20
歳
未
満
の
児
童
を
看
護
す
る
父
も
し

く
は
母
、
又
は
父
母
に
代
わ
る
養
育
者

要
件

①�

請
求
者
本
人
、
そ
の
配
偶
者
及
び
扶
養
義

務
者
の
所
得
が
一
定
額
未
満

②
対
象
児
が
施
設
に
入
所
し
て
い
な
い

③�

対
象
児
が
障
害
を
理
由
と
す
る
年
金
を
受

け
て
い
な
い
な
ど

問
福
祉
課　

☎
62

−

０
３
０
２

税
関
で
保
管
し
て
い
る
通
貨
・

証
券
等
を
お
返
し
し
て
い
ま
す

　

税
関
で
は
、
終
戦
後
、
外
国
よ
り
引
き
揚

げ
て
き
た
き
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し
て
い

る
通
貨
・
証
券
等
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。

▼�

上
陸
地
の
税
関
ま
た
は
海
運
局
に
預
け
た

通
貨
・
証
券
等

▼�

帰
国
前
、
総
領
事
館
等
に
預
け
た
通
貨
・

証
券
等
の
う
ち
日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の

　

ご
本
人
に
限
ら
ず
、
ご
家
族
の
方
の
お
問

い
合
わ
せ
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

お
預
か
り
し
た
当
時
、
税
関
か
ら
保
管
証

を
発
行
し
て
お
り
ま
す
が
、
保
管
証
を
紛
失

さ
れ
た
方
で
も
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
け
れ

ば
調
査
し
ま
す
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
呉
税
関
支
署

　

〒
７
３
７

−

０
０
２
９�

呉
市
宝
町
９

−

25

　

呉
港
湾
合
同
庁
舎
内

　

☎
０
８
２
３

−

21

−

８
５
７
９

　

kobe-kure@
custom

s.go.jp

大
規
模
土
地
取
引
に
係
る

無
届
防
止
月
間

　

８
月
１
日
か
ら
８
月
31
日
は
、
大
規
模
土

地
取
引
に
係
る
無
届
防
止
月
間
で
す
。
大
規

模
な
土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で
す
。
契

約
し
た
日
を
含
め
２
週
間
以
内
が
届
出
期
限

で
す
。
届
出
を
し
な
い
と
、
６
か
月
以
下
の

懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

届
出
が
必
要
な
土
地
取
引
と
は
？

　

売
買
・
交
換
・
信
託
受
益
権
の
譲
渡
な
ど

で
、
大
崎
上
島
町
内
に
お
い
て
は
、
１
万
㎡

以
上
の
土
地
取
引
に
は
、
届
出
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

問
広
島
県
環
境
県
民
総
務
課

　

☎
０
８
２

−

５
１
３

−

２
７
１
５

　

役
場
企
画
振
興
課　

☎
65

−

３
１
１
２

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

建
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
退
職
金
共
済

法
に
基
づ
き
建
設
現
場
労
働
者
の
福
祉
の
増

進
と
建
設
業
を
営
む
中
小
企
業
の
振
興
を
目

的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
事
業
主
の
方
々
が
、
労
働

者
の
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共

済
証
紙
を
共
済
手
帳
に
貼
り
、
そ
の
労
働
者

が
建
設
業
界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に

建
退
共
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い

わ
ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主　

建
設
業
を
営
む
方

対 

象
と
な
る
労
働
者　

建
設
業
の
現
場
で
働

く
人

掛
金　

日
額
３
１
０
円

▼
建
退
共
制
度
の
特
例
措
置
の
お
知
ら
せ

　

建
退
共
で
は
、
地
震
等
に
よ
り
災
害
救
助

法
が
適
用
さ
れ
た
皆
様
に
対
し
、
各
種
手
続

の
特
例
措
置
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
建
退
共
」
に
、
制
度
説

明
用
動
画
、
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
建
退
共
制
度
の
知

り
た
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ア
ク
セ
ス
し
て
ご
覧
下
さ
い
。

問
建
退
共
広
島
県
支
部

　

☎
０
８
２

−

２
２
１

−

０
１
３
８

　

FAX
０
８
２

−

２
２
１

−

７
８
９
８

農
業
集
落
排
水
事
業
に
よ
り

「
公
共
ま
す
」を
設
置
さ
れ
た
皆
様
へ

　

農
業
集
落
排
水
事
業
の
実
施
に
つ
き
ま
し

て
は
、
大
串
地
区
、
瀬
井
地
区
（
一
部
）
原

田
地
区
（
一
部
）
の
皆
様
に
は
生
活
環
境
の

改
善
と
河
川
・
海
等
の
水
質
改
善
に
つ
な
が

る
事
業
だ
と
い
う
御
理
解
を
い
た
だ
き
ま
し

て
工
事
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
の
工

事
に
お
き
ま
し
て
「
公
共
ま
す
」
の
設
置
を

個
人
の
私
有
地
に
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
皆
様
に
生
活
環
境
の
改
善
と
河
川
等
の

水
質
改
善
の
た
め
に
是
非
と
も
農
業
集
落
排

水
へ
の
ご
加
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
に
加
入
さ
れ
る
場
合
は
、

宅
内
の
排
水
設
備
を
「
公
共
ま
す
」
へ
つ
な

い
で
い
た
だ
く
た
め
の
排
水
設
備
工
事
が
必

要
で
す
。
排
水
設
備
の
工
事
を
さ
れ
る
場
合

は
、
町
へ
排
水
設
備
計
画
等
の
確
認
申
請
の

手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
排
水
設
備
工
事
が

完
了
し
ま
す
と
農
業
集
落
排
水
使
用
料
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

は
次
の
と
お
り
で
す
。

問
大
崎
上
島
町
上
下
水
道
課
管
理
係

　

〒
７
２
５

−

０
３
０
１

　

大
崎
上
島
町
中
野
２
０
６
７

−
１

　

☎
64

−

３
５
１
３

障
が
い
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の

適
正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

自
動
車
は
障
が
い
者
、
高
齢
者
等
が
自
由

に
活
動
す
る
た
め
の
重
要
な
移
動
手
段
で
す
。

港
・
ス
ー
パ
ー
等
の
公
共
的
施
設
の
駐
車
場

に
設
置
さ
れ
て
い
る
『
障
が
い
者
用
駐
車
ス

こ
の
マ
ー
ク
を
ご
存
知
で
す
か
？
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求
人
情
報
コ
ー
ナ
ー

フ
ル
タ
イ
ム
の
募
集
…
12
事
業
所

パ
ー
ト
の
募
集
…
…
…
５
事
業
所

主 

な
求
人
事
業
所　
（
医
社
）
ひ
が
し
の
会
、

㈲
菅
鉄
工
所
、
中
野
建
設
㈱
な
ど

※�

広
報
紙
発
行
日
に
、
す
で
に
募
集
が
終
了

し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

町
内
求
人
票
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原
発
行

の
た
け
の
こ
求
人
情
報
誌
は
、
役
場
本
庁
・

大
崎
支
所
・
木
江
支
所
の
窓
口
に
置
い
て
あ

り
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
も
検
索
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス

https://w
w
w
.hellow

ork.go.jp/index.htm
l

問 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
竹
原
（
広
島
西
条
公
共
職

業
安
定
所
竹
原
出
張
所
）

　

☎
０
８
４
６

−

２
２

−

８
６
０
９

農
業
技
術
大
学
校
受
験
の
ご
案
内

　

広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校
は
２
年
制
の

専
修
学
校
で
、
農
業
・
農
村
の
担
い
手
育
成

を
目
標
に
、
農
業
の
実
践
学
習
を
中
心
と
し

た
、
農
業
の
専
門
的
な
知
識
・
技
術
及
び
経

営
管
理
能
力
の
養
成
を
し
て
い
ま
す
。
昭
和

11
年
の
創
立
以
来
、
卒
業
生
は
２
，
７
５
３

名
に
及
び
、
県
内
各
地
で
農
業
農
村
の
担
い

手
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

学
科
・
定
員　

40
名
程
度

▼
園
芸
課
程

　
（
野
菜
・
花
き
、
落
葉
果
樹
の
２
コ
ー
ス
）

▼
畜
産
課
程
（
肉
用
牛
コ
ー
ス
）

修
業
年
限　

２
年

入 
学
資
格　

将
来
農
業
に
従
事
し
よ
う
と
す

る
者
、
及
び
農
業
・
農
村
の
担
い
手
を
目

指
す
者
で
、
高
卒
ま
た
は
、
同
等
以
上
の

学
力
の
あ
る
者

※�

応
募
状
況
に
よ
っ
て
は
、
追
加
募
集
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

学
費
等
（
平
成
25
年
度
）

授
業
料　

年
額
１
１
８
，
８
０
０
円

学
生
寮
費　

年
額
１
０
８
，
０
０
０
円　

資 

格
取
得
等　

農
業
技
術
検
定
、
大
型
特
殊

自
動
車
及
び
け
ん
引
免
許
、
毒
物
劇
物
取

扱
責
任
者
資
格
、
危
険
物
（
乙
四
）
取
扱

者
資
格
他
各
種
資
格
の
取
得
指
導

問
広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校
教
務
課

　

広
島
県
庄
原
市
是
松
町
55

−

１

　

☎
０
８
２
４

−

72

−

０
０
９
４

　

FAX
０
８
２
４

−

72

−

６
７
４
９

　

ngdkyoum
u@
pref.hiroshim

a.lg.jp

大
崎
上
島
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

平
成
25
年
度
大
崎
上
島
町
職
員
の
採
用
試

験
を
実
施
し
ま
す
。

職
種　

一
般
事
務
職

採
用
予
定
人
員　

３
名
程
度

受 

験
資
格　

昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

８
年
４
月
１
日
生
ま
れ

申
込
期
間　

７
月
１
日
か
ら
８
月
15
日
ま
で

※
当
日
消
印
有
効

第
１
次
試
験　

９
月
22
日
㈰

試 

験
会
場　

広
島
工
業
大
学
専
門
学
校
（
広

島
市
西
区
福
島
町
２

−

１

−

１
）

受
験
申
込
書
・
受
験
案
内
請
求
は
総
務
課
へ

※�

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申
請
も
で
き

ま
す
。

問
申
総
務
課　

☎
65

−

３
１
１
１

　

〒
７
２
５

−

０
２
３
１

　

大
崎
上
島
町
東
野
６
６
２
５

−

１

　

http://www.town.osakikamijima.hiroshima.jp/

大
串
キ
ャ
ン
プ
場
等

施
設
利
用
の
ご
案
内

　

大
串
の
キ
ャ
ン
プ
場
・
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
艇

庫
で
は
次
の
と
お
り
施
設
の
利
用
や
備
品
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
キ
ャ
ン
プ
場
（
要
予
約
）

　

利
用
料
金　

１
日
１
人
２
０
０
円

　
　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
セ
ッ
ト
等
貸
出

　
　
（
有
料
）

▼
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
艇
庫
（
要
予
約
）

シ
ン
グ
ル
艇
・
タ
ン
デ
ム
艇
、ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
貸
出
（
有
料
２
０
０
円
〜
）

問
指
定
管
理
者（
大
崎
上
島
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
）

　

☎
64

−

３
９
４
９

　

☎
０
９
０

−

３
８
８
９

−

１
５
３
９

文も
ん
じ
ゅ殊
祭ま
つ
りの
ご
案
内

　

垂
水
区
に

あ
る
文
殊
堂

（
下
写
真
）は
、

智
恵
の
仏
様

と
し
て
地
域

に
親
し
ま
れ
、

毎
秋
文
殊
祭

を
開
催
し
て
い
ま
す
。お
参
り
し
た
子
ど
も

た
ち
に
は
お
せ
っ
た
い（
お
菓
子
の
配
布
）が

あ
り
ま
す（
31
日
の
み
）。２
日
目
は
阿
弥
陀

寺
住
職
宮
田
玄
洞
さ
ん
に
よ
る
講
話
が
催
さ

れ
ま
す
。

日
時　

８
月
31
日
㈯
・
９
月
１
日
㈰

　

31
日
は
18
時
〜
、
１
日
は
13
時
〜

場
所　

文
殊
堂
（
垂
水
会
館
上
）

問
垂
水
区
長　

☎
65

−

３
３
３
７

ジェネリック医薬品（後発医薬品）による
医療費削減効果について
　国民健康保険では、ジェネリック医薬品（後発医
薬品）に切替えた場合のお薬代の自己負担の軽減額
に関するお知らせを送付しています。
　２月分の削減効果は、
ジェネリック医薬品（後発医薬品）に
切替えた方の人数 ������������ 92人
削減された金額 ���������� 135,108円
問保健衛生課保健指導係　☎62−0303

入学試験 願書受付〔必着〕 試験月日

推薦入試 平成25年９月24日
〜10月15日

平成25年
10月29日

一般入試
（前期）

平成25年11月19日
〜12月９日

平成25年
12月20日

一般入試
（後期）

平成26年２月３日
〜２月26日

平成26年
３月４日

社会人
特別入試

平成24年10月１日
〜12月９日

平成25年
12月20日
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'13年８月２日㈮〜 '13年９月８日㈰

休
日
当
番
医

8/4㈰
　寺元医院　☎64−2093
8/14㈬
　ときや内科　☎63−0001
8/16㈮
　射場医院　☎65−3304
8/25㈰
　円山医院　☎64−2062

耳
鼻
咽
喉
科
診
療
所

８月の診療日
10日㈯・24日㈯
受付時間
　13：00〜17：00
診療開始
　14：00〜

☎67−3311

竹
原
市
休
日
当
番
医

内科　日曜・祝日　9：00〜16：00
竹原市休日診療所　☎0846−22−7157
外科　日曜・祝日　9：00〜18：00
8/11・15・9/1・8

馬場病院　☎0846−22−2071
8/4・18・25

安田病院　☎0846−22−6121
（注）事前にお電話を !!

月 日 曜 行　　　　事　　・　　場　　　　所 予防接種
8 2 金
５ 月 8/5㈪〜8/10㈯

三種混合１期
四種混合１期
不活化ポリオ
三種混合２期
（二種混合）

６ 火 １歳６か月児・３歳児健診：木江保健福祉センター� （受付）13：10〜13：30

７ 水
こころの健康講座：東野文化センター� 13：30〜15：30
広島県職員による建設関係相談窓口：本庁１階会議室� 11：00〜14：00

10 土
11 日 絵本のよみかたり：情報プラザ・エル� 10：30〜　　　　
12 月 家族のつどい：大崎上島開発総合センター� 13：30〜15：30
13 火 ひがしの住吉祭
14 水 大崎上島サマーフェスティバル
18 日

19 月
こころ元気サロン：大崎上島開発総合センター� 10：00〜12：00
育児相談：大崎上島開発総合センター� （受付）10：00〜11：00

20 火 暮らしの相談会：木江支所� （受付）13：30〜14：30
21 水 こころの健康講座：東野文化センター� 13：30〜15：30
25 日
26 月 大崎上島中学校２年生職場体験学習（〜30日）
27 火 健康相談：東野保健福祉センター� （受付）10：00〜11：00
30 金 こころの健康講座：東野保健福祉センター� 13：30〜15：30
31 土

９ １ 日
２ 月

9/2㈪〜9/30㈪
日本脳炎1・2期

５ 木 こころの健康相談：東野保健福祉センター� （受付）13：30〜14：30
７ 土
８ 日

　大崎上島町では、町内にある空き家の有効活用
と定住の推進を目的に空き家情報バンク制度を取
り組んでおり、空き家情報を集めています。
　町内に物件をお持ちの方で、売りたい・貸した
いという方は、ご連絡ください。

情報は、町へ移住を希望
する人たちにホームペー
ジ等で公開して紹介しま
す。
問企画振興課（本庁）
　☎65−3112
　FAX65−3198

空き家バンクに登録しませんか8月の納付は�
町県民税� （第２期）
国民健康保険税� （第２期）
後期高齢者医療保険料�（第２期）
介護保険料� （第２期）

納期限は、９月２日㈪です。
納期限を必ず守りましょう！
口座振替をご利用の方は，残高の確認をお願いします。
納期限までに納付確認できない場合は，督促状を発送
します。
� 問税務課（本庁）　☎65−3114
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編 

集 

後 

記

　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

海
で
元
気
に
遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
を

見
る
と
、
暑
さ
な
ん
か
に
負
け
て

ら
れ
な
い
な
と
い
う
気
持
ち
に
さ

せ
て
く
れ
ま
す
。

　

伝
統
行
事
で
あ
る
櫂
伝
馬
競
争

は
今
年
も
白
熱
し
て
い
ま
す
。
木

江
は
済
み
ま
し
た
が
、
８
月
13
日

に
ひ
が
し
の
住
吉
祭
で
櫂
伝
馬
競

争
が
行
わ
れ
ま
す
。
迫
力
の
あ
る

掛
け
声
と
波
し
ぶ
き
は
、
見
て
い

る
だ
け
で
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
翌

日
は
大
串
で
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
。
浜
辺
か
ら
見
上
げ
る
花
火

は
迫
力
満
点
で
す
。
熱
中
症
等
に

気
を
つ
け
て
、
ぜ
ひ
島
の
夏
を
満

喫
し
て
く
だ
さ
い
。発行日　2013年８月２日㈮

発行・編集　大崎上島町企画振興課
〒725-0231 広島県豊田郡大崎上島町東野6625−1
☎0846−65−3111㈹
HPアドレス http://www.town.osakikamijima.hiroshima.jp

神
峰
俳
句
ク
ラ
ブ

　

雪
の
峰
仏
舎
利
塔
の
銀
し
る
く 

岡
本　

花
江

　

初
捥
ぎ
の
胡
瓜
は
少
し
猫
背
か
な 

平
谷　

圭
子

　

濡
れ
縁
の
釘
浮
き
上
が
る
雲
の
峰 

山
本　

一
子

南
風
俳
句
会

　

庭
下
駄
に
残
る
し
め
り
や
梅
雨
の
月 

山
本　

輝
明

　

蠍さ
そ
り座

の
占
む
る
南
天
半は

ん

夏げ
し
ょ
う生 

芝
山　

吉
宣

　

雪ぼ
ん
ぼ
り洞
に
浮
か
ぶ
茅ち

の
輪
や
石
畳 

戀
田　

和
夫

木
江
神
潮
俳
句
会

　

民
泊
に
島
沸
き
か
へ
る
新
樹
光 

藤
原　

幸
子

　

簡
単
な
漢
字
も
忘
れ
半は

ん

夏げ

雨あ
め 

山
本　

京
子

み
ゆ
き
俳
句
ク
ラ
ブ

　

あ
る
が
ま
ま
生
き
て
米
寿
の
冷
酒
酌く

む 

藤
解　

静
風

　

一
人
居
に
夏
う
ぐ
ひ
す
の
鳴
き
頻し

き

る 

高
橋
の
り
子

　

立た
ち

葵あ
お
い

雨
に
負
け
じ
と
咲
き
の
ぼ
る 

峠　

智
恵
子

大
崎
美
浜
荘
俳
句
ク
ラ
ブ

　

窓
近
く
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
の
赤
い
花 

加
島　

雪
枝

　

雨
上
が
り
紫
陽
花
の
花
仏
前
に 

望
月　

清
子

　

梅
雨
晴
間
雲
を
見
な
が
ら
防
除
す
る 

吉
田　

好
子

東
野
公
民
館
俳
句
会

　

白
南
風
の
吹
き
抜
け
て
ゆ
く
港
街 

杉
本　

泰
子

　

体
操
に
節
々
ポ
キ
と
梅
雨
最
中 

平
原　

千
歳

　

白
南
風
に
な
び
く
船
旗
や
医
者
通
ひ 

藤
原
千
紗
子

集
ま
れ
！
わ
ん
ぱ
く
ち
ゃ
ん

　

10
月
に
１
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
お
子
さ
ん
の

写
真
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
、
企
画
振
興
課
ま
た
は
、
各
支
所
窓

口
係
。
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
生
年
月
日
・
住
所
（
地
区
名
）・
保
護
者
名
・

電
話
番
号
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
は
、
９
月
２
日
㈪
。

kikaku01@
tow
n.osakikam

ijim
a.hiroshim

a.jp

問
企
画
振
興
課　

☎
65

－

３
１
１
２

森
もりしげ

重　忠
ただなり

也ちゃん（向山区）

梅
うめだ

田　泰
やすほ

帆ちゃん（岡部区）

８月生まれの
　わんぱくちゃん
１歳のHappy Birthday
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